「『小さな政府』=大きな国民負担に反対し、もうひとつの日本、安心できる公務・公共サービスをめざす闘争本部」

　「もうひとつの日本」闘争本部NEWS　　

全国労働組合総連合　℡03-5842-5611　Fax03-5842-5620  e-mail:webmaster@zenroren.gr.jp
2006年1月19日　No.1　
もうひとつの日本へ　闘争本部事務局スタート
　12月7日に発足した｢もうひとつの日本｣闘争本部は、1月11日に第2回事務局会議を開き、1月26日のシンポジウムをはじめとする当面のとりくみを意思統一。全労連会館4階に設置した闘争本部事務局での活動もスタートしました。
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東京地評、単産に要請
[image: image4.png]



[image: image1]

[image: image2]
【道労連発】
「ドカ雪」溶かす勢いで
道民の「声」広くあつめ、「小さな政府」論に反撃する社会的なたたかいへ
　ドカ雪が全国各地で深刻な雪害を引き起こしている日本列島。
  北海道でも記録的な豪雪が続いていますが、道労連と「軍事費を削って、くらしと福祉・教育の充実を」国民大運動実行委員会に結集する各界の団体、国公、高教組、道教組、私教組などが一体になって「もう一つの北海道」めざす「熱い」たたかいを展開中です。
　ビラまきに、テレビがきたぞ！　
　道労連の新春宣伝第１弾、１月６日の道庁前宣伝には、テレビ局の取材クルーが３局も駆けつけました。
　小泉首相の「小さな政府」論にならい、「コンパクト道庁」構築をすすめる、という道知事の行革案に対する道民ぐるみのたたかいの宣言をととり組まれた新春宣伝行動では、
新春の６日朝、雪の舞う道庁前で、５０人の組合員と各界代表が、「コンパクト道庁って、何ですか？」と知事に問う「道民署名」ビラを配布しましたが、宣伝カーが現場に着く頃にはテレビカメラが何台も据え付けられていて、参加者もちょっとびっくり。
　午後と夕方のニュースには「道の新行革案に異議あり！」という派手なテロップがつき、雪が舞うなか、マイクを握る仲間の映像や鮮やかな真っ赤のビラ、宣伝行動の様子が画面に大映しになりました。
　「道労連が今朝、道庁前で『コンパクト道庁って、何ですか？』というビラを配布。高橋知事が年末に発表した行革案に対し、財政危機は人件費や教育予算のせいではありません、などと宣伝を行いました」の報道は、道知事の「行革」案概要解説もセットになっていて、「ミニ学習会」でも使えそうなニュース。新年から「たたかう姿」「道民の声を広くあつめよう」という計画が、全道に映像で流れることになりました。
見たいのはビジョンです！
「小さな政府」「コンパクト道庁」でなく、くらしと未来を！
新聞意見広告や道民署名、「行革（ギョーカク）鑑定団」運動も
　「コンパクト道庁」構築という、道知事の提案は、「国民のための公務・公共サービスは、切りすて」「教育や医療は、自己負担を徹底」し、大企業に新たなビジネスチャンスをつくり、労基法や建築基準法など「もうけのじゃま」になる規制は「緩和」という小泉首相の「構造改革」とうり二つー。「財政危機」を逆手にとって、「国のかたち」「道庁のかたち」を徹底した大企業奉仕型に改造しようというものです。
　その最大の弱点は、その国民犠牲の「改革」（痛み）には終わりがなく、そして「未来もない」ことです。
　私学助成の道上乗せ分「全廃」、地域の道立高校統廃合など教育予算は大幅削減の方向です。全国でも例がない人件費削減、先駆的な仕事をしてきた道立の試験研究施設や福祉施設・病院も「民間開放」を徹底しようと言う提案に対し、道労連と大運動実行委員会では、「本当にこれで北海道は元気になれるのか？」広く道民の声をあつめようと「立体作戦」をすすめています。
　「コンパクト道庁って、何ですか？」の目立つビラ・署名用紙での対話運動とともに、この１２日には、知事の行革案に対する道労連の「見解と提言」を発表（記者会見を実施し、ホームページ「愛・北海道」も開設」）し、あわせてこの日の北海道新聞朝刊に「北海道知事・高橋はるみ様－必要なのは、人間が主役のビジョンです」の新聞意見広告を実施（３００万円！）しました。
　事務所には賛否のメール、ＦＡＸ、電話が届き始め、「広範な道民との対話」が広がりはじめています。
　近々には、ラジオでのコマーシャルスポットも流れる予定。
　今月20日には、道上乗せ分「全廃」が計画されている私学関係団体による道庁「座りこみ」行動も準備され、２４日には知事への道民署名提出が行われます。
　年末には、道労連青年協の「行革（ギョーカク）鑑定団」が、ムダな巨大開発の象徴、「苫東」調査隊を出発させました。
　道民的論議を大きく広げ、北海道発の「もう一つの日本」めざす大運動がすすんでいます。
メールアドレス
goiken@aurora-net.or.jp
ホームページ　
「ご意見募集」ホームページも開設しました！（「愛・北海道のページ」http://www.aurora-net.or.jp/user/aihokkaido/）
道労連ホームページはhttp://dororen.gr.jp

　1月16日、西川副本部長(事務局責任者)と新堰(全教)、山口(自治労連)、川村(国公労連)の常駐役員の四人で1/26のシンポジウムの案内要請に出発。まず、はじめに東京地評を訪ね、高畠事務局長に要請。次に訪問した自交総連では、今村書記長と小林書記次長が会議を中断して対応。日本医労連は池田副委員長が対応し、建交労では佐藤中央執行委員長が対応してくれました。


　アポなしでの突然の要請にもかかわらず、快く対応いただきました。





小さな政府を考えるシンポジウム


｢官から民｣で国民の安全は守られるか


―耐震強度偽装問題を検討するー





と　き　1月26日(木)18時~


ところ　日本青年館中ホール





シンポジスト


　建設関係労働組合、建設政策研究所、


　自治労連、弁護士、報道記者


コーディネーター


　永山利和　日本大学教授





《闘争本部事務局体制》





○事務局責任者


西川征矢(副本部長・全労連副議長)


○専従事務局役員


新堰義昭(全教副委員長)


山口　毅(自治労連書記次長)


　川村好伸(国公労連中執)


以上、専従


　岩田幸雄(事務局次長・全労連事務局次長)


　黒田健司(公務労組連絡会事務局次長)
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＝　闘争本部事務局からのお願い　＝





全国キャラバン行動の日程の調整をお願いします。


1月16日に全国キャラバン行動のとりくみとコース・日程案を提起しています。北海道と沖縄を除いて6コースを予定していますが、コース内の各県を連鎖することとしていますので、日程調整について検討をお願いします。





単産や県・地域労連でのとりくみについて情報を寄せてください。


闘争本部ニュースを週1回のペースで発行したいと思います。各単産や地方でのとりくみを交流するためにも、学習会や宣伝行動などの情報をどんどんお寄せください。








入り口の看板は全労連小林前議長から寄贈
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